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はじめに
本紀要第26巻 r0歳児をどう育てるかj (その 1)仰を
出発点に，われわれは，乳幼児保育の中でも特に多くの
問題を有していると思われる ro歳児」に焦点をあて.
0歳児保育のこれまでを概観し，その望ましいあり方に
ついて考察を進めてきた。
とりわけ，われわれは.0歳からの子どもの保育のあ
り方を，婦人の労働とのかかわりの中で考えることを基
本とする立場をとってきた。
本研究は，(その 1)， (その 2)聞にひさ続き，0重量鬼
保育の具体的実践を紹介しながら，集団保育の意義を探
り，これ伝効果的に展開していく場合の留意点を明らか
にしようと試みたものである。
1.家庭(母親)保育原則主義の陥穿
裁が国における乳幼児の保育政策は，従来，家庭(ぼ
親)重視の考え方をとってきている。
近年，女性の就労ならびに社会活動への参加が推進さ
れる一方で，「母親Jになった女性に対しては，今日なお
多くの人々が，知らず知らずの聞に，超人的な存在であ
るかのような見方を押しつけ，直接 ・間後に，彼女たち
の保育]l務を一方的に強調する傾向がある。
社会に級強く浸透しているこのような母性信仰のため
に，t京家族化した状況のもとで，育児専従者として位世
づけられた母親たちは，ともすれば自分の母性(本能)
に疑問を抱かざるを得なくなる。四六時中，聖母マリア
の如く ，主主愛深い賢母として振舞いきれぬ自分は母親失
絡であろうか，と。
質主Iともに不十分な乳児保育施設を，かろうじて利用
しながら，共働きを続ける母親たち もまた，「乳児は家庭
でJの主張に負い目を感じつつ就労する現実がある。
地域においても家庭においても，人的 ・物的両条件共
.大阪女子短期大学・大阪背山短期大学
に，育児機能力f大幅に減退している現代社会において，
家庭保育原則の強調は，当の母貌を逆に不安に陥らせ，
{fjと子の関係をゆがめるおそれがある。かつてvanden 
Berg， j.Hも指摘したごとく門家庭(母親)重視の思
想は，容易に母と子を仰圧する思怨に変換してしまう危
険性を有しているのである。
さて，一方，このような社会的文化的背景をぬきにし
た家庭(母税)保育原則主義は，第二次大戦後，共同保
育運動を絞けて職業と子育ての両立をはかつてきた母親
たちの「共に育てるJ体験により，次第に克服されつつ
ある。親と保母が，親同士が，父と母が，共に考え合い
教え合って保育を進める過程の中に，滅退しがちな宵児
機能が活性化してしい当ぺく事実が認められるQ('川》
こうして徐々に集問保育施設が生まれ'各地峻で綴能
することによって，母親個人の}1.任とされていた乳幼児
の保育の問題に多くの人々が回をむけることとなった。
実際，乳児にとって兵に重要なことは，単に母親が傍
にいる ・いないの問題よりも，マザーリング(mothering)
の具体的内主主である。 Schaffer，Rは同マザーリングを，
1.身体的な世話としての行動，2.一連の態度として
の行動， 3.刺激作用としての行動，4.語り合いとし
ての行動，の4点にまとめ，養育者は必ずしも生物学上
のほ親でなくても良いこと，乳児の愛着の対象は特定の
一人に限られてはいないことを述べている。
本来「母性」は単に母親の資質として強調されるべき
ものではなく，子どもをめぐる人々や社会構造そのもの
の中に母性を育くむ土壊がなければならないのである。
ここで，では何故今また，このような問題多い家庭(母
親)保育原則主義が吹聴されるのか，を考えτみたい。
これは， 既に(その2)の Iでもふれたが，.fjtが閣の経
済政策の動向を色濃く反映したものであると思われる。
高度経済成長の時代には，若干ではあるが，「母親は家庭
にJ 論は後退し，保育所僧設が一定の進行をみた過程が
あった。我が国の経済が低成長期に入ると共に再びこの
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考え方が復興し現在に到っている。この流れをみる時，
家庭(母親)重視は，女子労働政策に巧妙に利用されて
いる感をぬぐえないのである。
女性の労働力は，こうして，一時子育て期は退職とい
うM字裂の雇用パターンを踏襲することで，安価な労働
力としての立場を維持しつづける。これは結局，労働者
全体の労働価値を下げることにつながっているわけであ
るが，「母性J (本能)の崇高さは，この点をおおいかく
してしまっているようである。
以上にみてきたように，家庭(母親)保育原則主義は，
乳児と人の関係を，母とだけの閉じられた関係にとどめ，
社会的な「保育」を探求する営みが，結局は子ども絡体
の成長発達に寄与する道筋であることに目をつぶろうと
するものである。
I. 0歳児集団保育の意義について
1.集団保育における0歳児の活動
a r遊び」に関するアンケート調査同から
保育所に通っている O歳児は，どのような保育を受け
ているのだろうか。我々は，大阪及びその近辺を中心と
する保育所の中で，。歳児保育を実施している園に，保
育所における日常'の保育実態を問うアンケートを実施し
た。協力図は53園(公立40，私立 6，無認可7)であっ
た。
〈結果と考察> 0歳児の遊びについて，戸外では，ど
んな遊びが中心になっているのであろうか。①砂遊び(57
%)，②散歩 (49%)，③固定遊具 (38%)，④水遊び (28
%)，⑤ボール遊び(13%)，その他，自由遊び，日光浴，
追いかけっこ，どろんこ遊び，園庭で山登り，電車を見
にゆく等の回答があった。戸外では， 0歳児向きのもの
が少ないこと もあり遊具を使う遊びより，自然を素材に
した遊びゃ，周囲の環境を活用した遊びが多かった。室
内での遊びについては，①玩具 (26%)，②絵本 (23%)，
③プロック (19%)，④ボール (19%)，⑤粘土 (17%)，
⑥楽器遊び (17%)，手遊び，積木(大型，ダンボール)，
紙ゃぶり，掻画等で，室内では遊具を媒介にした遊びが
多かった。この他，体育遊戯，表現ごっこ， トランポリ
ン，マット，とび箱，カラージヤンクキル等身体運動をう
ながすような遊びもとり入れられていた。個々の家庭で
は，なかなか準備出来ない遊具も多い。また， トンネル
くぐりや，ダンボール遊び等仲間とともに楽しむ遊びが，
特徴的であった。各匿の保育に対する一つの姿勢が具体
化される項目である「手づくり玩具があるか」という問
いに，「あるJが39園 (74%)，rなし」が9園(17%)で，
種類としては，各種人形，エプロン，ふとん等の布製品
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が1{立で，ヤクノレト容器，牛乳パック，段ボール等を利
用して作った玩具が次に多かった。この他， 0歳児クラ
スに用意されている玩具の自由記述からは，室内の遊び
と重複するものがあるが，実に多様な玩具があげられた。
これまでO歳児は，どちらかといえば食事 ・排総 ・睡眠
など生活習慣の形成に重きが置かれ，遊びは二の次とさ
れていた。しかし，昨今，0歳児保育の現場では，以上
にみられるように，遊びを中心に位置づけ，多様なとり
くみを試みている。そして，。歳児クラスには，手づく
り玩具も含めた多種の玩具が準備されている。保育所で
O歳児に準備される遊びの内容，ならびに遊具の多様さ
を考える時，今後，集団保育におげる取り組みを，もっ
と家庭にいる子ども逮にも還元する機会を作っていくこ
とが望ましいと思われる。
b.保育所保育を生かしたとりくみ
0歳児の保育内容は，0歳児保育を実施している閣の
各々で，闘独自の工夫によるとりくみがある。ここでは，
遊びを労働に関連づけようとする，ダイナミックな保育
をしている大阪府下のA保育園の笑践を紹介する。A保育
園は， 0~2 歳の乳児保育所であり，表 l の様な菜園活
動，料理活動，美化活動，幼児保育所との交流，その他
の行事等について，保育所全体で年間計画をたて，保育
を展開している。菜園活動の一部及び料理活動，美化活
動等は，主として異年齢のグループでとりくまれている。
0歳児においても，表記の各々の活動に参加するが，前
半4~10月頃までは， 多くの子どもが午前，午後， 二回
隆恨の形態をとるため，活動に充分参加することができ
ない。しかし，10月をすぎると，。歳児クラスの大多数
の子どもがl歳をこえ，午騒がl固になるため， 1 ~ 2 
歳児にまじって活動に参加することができるようになる。
菜園活動では，毎月何か収穫できるように，種々の聖子菜
が植えつけられている。子ども達が最も活躍するのは，
いちご
収穫時であるが，惑をつんだり， トマトやナスといった
夏野菜は，クラスの保育者とともに取り，じゃが芋，玉
図 1 採園活動一大根をぬ<0歳児たち
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A保育所の年間計画表
)({ 凶 活 動 幼児保育所との
月 料理活動 夫化活動 その他のA保育所のと bくみ 交 流収 t盤 主 f孟 {乍 ;:R 
匠ヨ 小松粂、O!r1.:し人参、ほうれん草、 毎週土曜日 朝誕生会、2歳 ・朝 ・夕の合同開始
4 秋まささやえんどう レタス… l・中旬、枝豆・ 0・下旬 美化デー q、
⑨じゃか芋脇~のmJひき あ
つ
匡亙ヨ トマト、・ 材 、 きゅう b、 ピーマン ま 誕生会
5 秋まささやえんとう レタス、かぼちゃ、 まくわ、すいか 小ぬき り 誕生会S均 2炭i丞足(近くの公幽 ) 兄弟クラ旦とのそら豆、いち ζ' @じ々か芋の土ょせ、泊肥{上 -下旬2同) 事、もち ゃ洗い 小連会 交流堆肥
しやか芋、SHHtの 麗Fえさつま '!- しゃが子パー 誕生会
6 -liI'どり、玉ねさ、 野菜の手入れ…わき芳をつんで仕立て ティー、カレ
I'~ ~刷a 会c 誕生会 l 歳 ・朝の合同開始 兄~;.7ラスとの
いちど る。追肥(2問)草と P、土はね防止のわ ハー.ープ戸ー ィー なもち-v7Jtν、 己主部Lらしさ、病気の防止
SI野菜(きゅう P、 @野末の手入れ…追肥、I(i燥防止の敷わら ，¥'tぬき ・プール 誕生会(プールひらさ)0歳 ・朝 ，~Ijニ会
7 トマ ト、 ナス、ピー クッキー っくb そうじ、おもち の合同開始 兄弟クラスとの
マン etc) 7.Kやり、防空』虫 ゃ洗い 七夕まつD 交流
¥1野末(きゅうり、 匝匡王亙亙 白支 ・人多ベかふ、大俄 プールそうじ 7.，ミリー保育 誕生会、兄弟ク
8 トマト、ナス、ピー マ 方リフラヲ 、ー プロツコリー ラスとの交流、ン、オクラ、ま〈わ、 誕生会(mんほ大会) 夕涼み会(綬と
JV、か】 @かほちeの5<:配 ⑥水ゃb
小ぬき
もjt催)
属品大線、人参、州 、白菜 etc 誕生会 誕闘スラ生ヌとへ会のず逃交・つひ兄祈弟Aκt-{ク〈京1るラf7 r 9 I f)(在す、 ピーマン の収容Eのあと験す(石灰 ・草木阪を多 品、ゃっっくり 土日在日美化デー 〈運動会〉<b'iliす)
直主E さやえんどう、そら豆、小総菜、iま さつまいもパ 誕生会 l歳夕方の合判保育開始
10 さつまいも うれんf.;l.:fi.菊 テーィ ー(秋 やもちゃの!lt'l'j! 小運動会 l 放m足(近!I'~ くの公園) 七記と同じ
匝亙亙 いちこ キ々ペツ まつり単備) 秋まつT2歳i主足( 物l必)
医王ヨ さやえんとう、そら豆、えんどう、 なやつっくり 誕生会 0-2i.具合同迫足
11 大娘、人参 時なし大峨 (近くの公凶) よ記と同し
匡図 ヨZねさ lノタス @羽riよけ 焼いも ←一一一 除染そう じ 小運動会 〈製作展〉
@J桂H巴っくり @中本灰っく担(ぬらさないよ F事蒸そうし
12 レタス、ほうれんり うI'1:l!f<H) @そら豆、えんとうの下托もみからを 色、もちつき 誕生会小運動会質物乙っと L"己と川じ
数< @細っくり(縫肥とませて耕す) 年末大そうし
秋まきの小絵菜 @土つ<j)(3rfあたb悶云用る灰をヨ ップに Jrui F・プレール 誕生会 o t&;夕方の合同保育開始
2-3杯まき、 よ〈混せ2mfltl隅ぐらいに小 なやつっくり 日己と同じ
ほうれん砕 山状K盛bあけ、冬中$気にさらナ ームのそうじ 小迷動会
2 小松菜、ほうれん阜 @しやか下の徳えつけ ややっっくり 廊下 ・プレール 誕生会小運動会節分 I:~己と同Lfト菊 ームのそうじ 7.，ミリー保育 〈生活党表会〉
3 秋月Jまミまきので葉に収~~検aは3 匿王訂 小松菜、ほうれん草、人参、時左 し 誕生会動(むわかれ会)大椴 品、ゃっつくj) 大そうじ 小選会 2歳速足 k記と阿じ
匿亙:&l パセリ、いちζ@i(l肥玉ねぎ 。-2成合同A足
表- 1
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図-2 笑化活動ー玩具をともに洗う
異年齢の子どもたち
葱，さつま芋等は，圏全体で収穫する。そして，じゃが
芋，玉葱，さつま芋等の収穫がおわると，じゃが字パー
ティー，カレーパーティー，やき芋パーティーの活動へ
と企画が展開されていく。料理活動にはよ記の他に，簡
単なおやつづくりがある。クッキーを焼いたり， ドー ナ
ツをつくったり.0歳児も保育者の援助のもとに，粉だ
らげになりながら，年長児をまねてクッキーや ドーナツ
の裂を抜く。 12月末にはもちつき等もある。料理活動と
いった，活動後に皆で食べる保育というのは，子ども達
にとって，楽しみな魅力ある保育の lつである。次に，
美化活動には，草ぬき，玩具洗い，プール掃除，落葉掃
除，大掃除等がある。玩具洗いは，日常砂遊びに使って
いる，スコップ，パケツ，コップ等の容器を皆で洗い，
u 
干すとりくみであり，大好きな水遊びの日でもある。ま
た.7. 8月には，プールの掃除がある。活動の主力は
2歳児がはたすが.0歳児もホースで水をかけてもらっ
たり，その雰囲気をあじわう。その他，秋には圏庭に散
る落葉をあつめ，あつめた落葉は，焼き芋を焼く時に使
う。年末，年度末には，全圏一斉に大掃除にとりくむ。
綬近では，掃除機の普及により草野を使う家庭が少ないた
めか，小学校に入り，掃除の時，務やちりとりがうまく
使えない子どもが多いと聞く。道具が上手に使いこなせ
るようになる事は，子どもの成長にとっても必要な事で
あり，便利で楽な方向へと流れてゆく社会状況の中にあ
って，集団保-育の場などでは，是非，身につけさせてや
りたい体験であると恩われる。その他，誕生会，種々の
行事等は関全体で行い， また， 近くにある 3~5 歳児の
幼児保育所との交流も行われている。菜園活動について
は，近年，家の近くの回や畑が宅地に変わり，野菜など
作っている家は少なくなってきた。菜園活動や小動物を
育てる等自然とのふれあいは，子ども遠の保育の中で，
非常に重要な部分であると思われる。しかし，都会の保
育園では，なかなか望めないのが現実であり，保育者逮
の頭をいためる分野でもある。また，美化活動，料理活
動は，いずれの活動も労働へとつながるとりくみである。
重
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実際の保育の中では，玩具洗いも大掃除も子ども達にと
っては遊びであるが，そういった遊びを通して，徐々に
自分に割り当てられた役割をはたしてゆくといった経験
を身につけてゆくのである。
以上.A保育所の種々の活動について述べてきたが，こ
れらは，いずれも O歳児のみのクラスでは，なかなかと
りくめないが，異年齢の子ども達との交流により，活気
ある，楽しい保育とすることができるものである。 0歳
児は，見たり，績に座ったり，うろうろしたり，触った
りして，多くの活動に参加する。そして.1年 1年繰り
返えすことにより.次の年には，より確かな充実した参
加ができるようになってゆくのである。
c からだそだて
乳児の保育にあたっては，子どもの身体的健康が基盤
となって，種々のとりくみが可能となるため，どの園で
も健康領岐にはカを入れている。 1982年に厚生省が報告
した全国の保育所健康管理実態調査結果によると，基本
的な保育方針では，「健康・安全」をあげたものが最も多
く7.4%であった。次にあげられたのは，「しつけJ.r知
育 ・情操教育」等であった。そして，健康な身体をつく
るためにどのようなとりくみをしているかでは，薄着60.6
%.散歩5.9%.体操43%.マラソン.なわ跳ぴ，はだ
し，プール遊び，はだか保育等があげられた。 薄着や散
歩，体操等は多くの保育所でとりくまれているが，ここ
では，体繰ともかかわるが，大阪府下の保育園に広がり
つつある集団を活用した「からだそだてJ の実践を紹介
する。これは，保育園に 『つるまき体操』 としてと
り入れられているとりくみである。この体操は，つるま
きさちこの仰「身体と心をわりでは考えられない。自分の
事しか考えられない，利己的な心は，緊張したごわごわ
の硬い身体をつくる」という観点から，しなやかな身体，
しなやかな心をつくるために，そして，新しい人間関係
を創り出してゆく事をめざして考えられた体操である。
つるまき体操の大きな柱に，ふれあいの体操とイメージ
体操がある。ここでは， 0歳児に有意畿であると思われ
る.rふれあいの体操J について，その具体例を紹介し，
考えてゆくことにしたい。
(1) からだほぐし
①闘の脅あるかな
② 首の骨あるかな
@ ポンのクボ(首の後部にある凶部)をくるくるま
わす
@頭の皮のマッサージ
⑤ 腕をつかんで上げておとす
⑥ 背中の筋肉をほぐす
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⑦ 背骨の両侭1)を親指で散歩
③ 肩から腰にかげてなでる
⑨猫の手マッサージ(手をにぎり，こぶしで背骨に
そってマッサージ) 以下省略
これは，保母から子どもへ，親から子どもへと身体を
リラックスさせる7 ッサージであるが， 2~3 歳になる
と，子どもから保母，親，また，子ども同士でもできる
ようになってくる。そして，してもらう，してあげる関
係ができてくる。
(2) いたずらきゅうり
これは，お母さんが，きゅうり をマナイタで板ずりに
する動作を体操にしたものである。
①塩まいて (rキュウリ Jは寝そべる.もう 1人は
背中に両手の指全部，ピアノを弾くようにひろげ，
トントンパタパタ纏をまく)
② すりこんで (手を握り，両腕を2本とも動かし
てキュウリの背中に寝をすりこむ，首は手のひら
で)
③ 板ずりころころ (ころころころがす)
④ スーと洗って (rキュウリ」の首のところに両手
を揃えて，お尻までザーと手の水が流れる。更に，
お尻から足にもザー)
⑤切ってお皿に (手と腕つづけて包丁のかわり，
足をおさえてl頓に足から頭の方まで切ってゆく)
これには，次のような擬音語をふんだんに使った歌を
つけて，皆てる歌いながら動作をすると一層楽しいものと
なる。
① キュウリができた。キュウリができた。畑にできた。
サーたべよ。
②塩ふってパッパッパッ，塩ふってパッパッパッ
ハツ，ハツ，ハツー
③ すりこんでギュッギュッギュッ， ー ーー ーー ーー 一一-
ギュッギュッギュー
④ コロコロころがそう
コロッコロツコロッー
⑤ お水で洗おう
ザーザーザー
⑥ トントン切ってね
おいしいキュウリ サーたぺよ
(ムシャ ムシャ)
(手遊び「かなづちトントン」の替え歌)
この他，親子体操としては，親の足のよに子どもの足
をのせて歩いたり，「ぉ舟ギッチラコ J，r新幹線J (お母
さんが並んで腹這いになり，そのよを子ども遥が四つ這
いで越えてゆく)等，日常の子ども遠の動作をうまく組
( 5) 
み合せた体操が考えられている。子ども同士の体操とし
ては，子ども 2人が頭をつきあわせて寝ころび，互いに
両手をあげて，手をつなぎながら ころがってゆく体操等，
また，皆で輸になって，「もしもしかめよ」の歌を歌いな
がら，友達の背中を猫の手(にぎりこぶし)でなでる等，
大勢の子ども遥でやる体操もある。これらは，いずれも，
親と子，子どもと保母，子どもと子どもといった，人と
人がふれあう関係により成りたつ体操である。
従来，乳児期におけるマザーリングの重要性が強調さ
れているが，特にO歳児に関しては，これまで具体的に
どのようにかかわるのが良いのかが述べられることが少
なかった。自立と依存の両傾向を示しつつ成長する乳児
に，適切にかかわる方法を見出せないまま困惑している
若い親も多い。前述したような親子体操は，マザーリン
グのー形態として，積極的に家庭保育の中でもとりいれ
られて良いと恩われる。
また，集団保育においても「からだそだて」のとりく
みは，集団ないしは多様な人間関係を生かして子どもの
成長発達に寄与する実践として意義深いと考えられる。
2.異年齢集団の交流
集団保育は，昔の託児の概念から就学前教育であると
いう位置づけがゆきわたってき，それは警ばしい事であ
る反面，現在ある教育の体系に組み込まれてゆく事もま
ぬがれなかった。 0歳児といえども，集団として合理的
に効率よく 「教育」しようとする観点から，対象となる
集団の等質性が求められ，年齢別のO歳児クラスなるも
のが，4， 3， 2， 1歳児クラスの下におかれた。これ
では就学前教育の年齢が低下してきたにすぎない。昼間
の生活をともにする保育所では，むしろ，異年齢の集団
の方が，生活の場としては自然なのではないか。地域や
家庭における人間関係が，質的にも量的にも乏しい現状
において，異年齢集団の交流は，保育所における集団保
育ならではの積極函の一つであると考える。
a.異年齢集団の交流に関する調査から
保育所てるは，保育者が意図する，しないにかかわらず，
年齢の異なる子ども遥の援する機会がかなり多くある。
朝，登所後の自由遊び，また，夕方の薄主主保育，運動会，
生活発表の行事等においてである。しかし，もう一歩進
んだ，異一年齢の子ども達のふれあいの重要性を認識して，
実際の保育に積極的にとり入れている閣は，どのくらい
あるか，また，どのように実施しているのか等について，
乳児保育を行っている園に，質問紙により調査しだ剖。回
答圏は，関西地区の保育園38，関東地区19，その他の地
域31の合計88園であり，そのうちO歳児が入所している
圏は50園であった。保育園の日常生活でふれあう上記の
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自由遊び，行事等に加えて， 8月あるいは土曜日，子ど
もの数の減少による混合クラスといった消極的なものを
除外して，r積極的たて劉り」を行っている圏は，88圏中
48悶 (55%)であった。年目給機成は，年齢記載のあった
37圏中， 3歳以上で行っている19圏(51%)，2歳以上2
邸 (5%)，1歳以上6園(16%)，0歳から10園 (27%)
であった。 0歳児については，0歳児入所園50園のうち
2 i!JlJの10闘が，彼等をたて割の構成員として位置づ防て
いた。 0歳児を含めたグループは，0~ 2 ， 0~3 裁で
行う図が5園(10%)， 0 ~ 5歳で行う園が 5 国 (10%)
であった。 3~5歳でのみ行うと回答した国の中にも，
慣れた時点でO歳児と交流すると答えた例があった。ど
のくらいの頻度でとりくまれているかについては，頻度
記載のあった31圏中， 毎日が2園(6%)，これは毎日 1
時間半，異年齢でとりくむ時間をとっている圏，また，
子ども数が少なく通常クラスが異年齢でくまれている閣
であった。 1週間に 1日，曜日を決めてが19園 (61%)，
1 ヶ月に 1~2 回が 4 圏(13%) ， 1 年間に 2~3 回が l
園 (3%)であった。また， 1 ~ 4 週間つづけて行うが
5園 (16%)であった。たて割り保育を始める時期は，
6月，9月，また 8月の子ども数が少ない時期からはじ
める闘もあった。 0 歳児に関しては ， ① 3~ 5 歳児 ・ l
~ 2 歳児グループが慣れた時点で参加させる。② 5 歳児
のみと交流させてゆく図。③1~ 2 歳児のみと交流させ
てゆく園。@昼寝などが短かくなってゆく ，秋頃から実
質的に参加させる等多様である。グループの大きさは，
10人以下のグループで行っている国が 2~3 割， 11人~20
人のグループが約6割，20人以上が 1~ 2 W1Jであった。
1ク.ルー プに何人の保育者が入るかにもかかわるが，集
団があまり大きくなりすぎても，保育・者にとっては目が
とどかず難しいといわれている。保育内容としては，「散
歩」が最も多く 18(38%)，②ごっこ遊び(買物ごっこ，
お庖屋ごっこ)10 (20%)， @水遊び，プール，砂遊び8
(17%)，④給食，午睡，おやつといった生活面 7(15%)， 
⑤クッキング(カレーパーティー，いもパーティ ，ー お
やつづくり)5 (10%)，⑥オリエンテーリング等のゲー
ム5(10%)，⑦造形，製作，言語，オペレッタ 4(8%)， 
その他，大掃除，菜園活動等をあげる園もあった。ある
図では，「おl古屋ごっこ」のとりくみに 1週間をついやし，
I日は市場にいろいろな庖を見学にゆき，自分遠のグル
ープが何屋さんをするか皆で話し合い，次に商品を製作
し，最後にお庄屋ごっこが圏全体でなされる等，大規機
なとりくみもあった。また，週 l回，1年間を通して同
一のグループで活動し，リーダー，サプリーダーを年長
児がひきうり， 2月に次のリーダーへとひきつぐ。累年
2量
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齢集団で， 子ども遠の自主的活動を育てようとしている
闘もあった。また，年聞を通じて同じグループのものか
ら ， はじめは 0~5 歳のグループ，次に 0~3 ， 3~5 
歳グループになったり，又， 0歳と 5歳のグループの交
流といったように変化をもたせ，中間年齢の子ども途に
も最年長の機会をつくる等，工夫している闘もみられた。
次に，大阪府下のA保育所で行われているたてわり保育の
実践を紹介し，考察の素材とする。
くA保育所のたてわり保育〉
A保育所は， 0 歳(生後 3 ヶ月から)~2 歳児が 8~9
クラス(子ども 70~80名，職員50人前後)のマンモス乳児
保育所で， 3~6般の幼児保育所が少し緩れた所にある。
(1) なぜたてわり保育ととりく んだか
A保育所は， 当初 0~5 歳 ( 120名定員)の保育所とし
て発足，1967年に乳児，幼児保育所に分かれた。分かれ
て間もない頃，幼児保育所に進級していった子ども遠の
多くにとまどいがみられた。朝，母親とスムーズに別れ
られない。生活習慣の後退，自分のカを出しきれるよう
になるのに長い期聞かかる等の問題が発生し.保育内容
の問い直しがされた。そして，乳児保育所の中でも，0 
~ 1 歳， 1 ~2 歳の進級時に同様の状況がみられること
が浮き彫りにされてきた。 一年齢5クラスという年もあ
り，また，複数担任のクラス運営が精一杯で，クラスの
枠にとじこもった保育が反省された。クラスの枠をゃぶ
りrA保育所の子ども」という視点で保育をすすめよう。
そのためには日常生活の中で，他クラスとの交流に意識
的にとりくもうという話し合いが，職員集団でなされた。
(2) 実践内容
まず2歳児での月祭，週案にたて割り保育がくみこま
れ，年齢ごとのク ラスを越えた合同保育や保母の交換が
計画された。手初めは2クラスづっ一緒に散歩に出かげ
たり，2歳児全体でいくつかのグループに分かれて，ご
っこ遊びをしたり，何日間か一緒にすごしてみたりした。
少し遅れてl歳児でも同棟のとりくみが始められた。そ
して，1980年度は，2固にわたって，0~2 放のたてわ
り保育(ファミリー保育)を行う。 1回目は， 8月の4
日間， 0~2 歳全員を 9 ~10人の 7 ファ ミリ ーに分砂，
保母 4~5 人を配置， 177ミリーの年齢別人数は，0 
歳2人，1歳3人， 2歳4"'5人である。この時点、では，
O歳児全員が二度寝であったので，結局，午前中の9時
から10時までの 1時間にとどまった。 2回目は， 1月に
2日間行った。 8月の反省から，子ども集団の大きさを
もう少し大きくし，全体を 6ファミリーに分けた。この
時は，全員一度穫だったので，9時から12時の昼までを
共に生活した。内容は，どちらの場合も， ー絡に楽しく
(6 ) 
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遊ぶ事に力点をおいた。例えば，歩ける子は手をつない
でもらい，歩けない子は乳母車に乗せ. 2歳児が押して
散歩に行く。2歳児が積み木を積んでやったり，車に乗
せてやったりして遊んでやる。あるいは，いつも保母が
行う事，例えばO歳. 1歳児の名前を呼ぶ，おやつを配
る，おやつを食べさせる等を2歳児にやらせた。文，そ
の他のとりくみとしては，カレーパーティーで，自分達
が償え，育てたじゃがいもや人参を収穫し，グループに
分かれて作業をし，皆で一緒に食べる。文. 2歳児のお
手伝い当番も出来てくる。これは.2歳児2名が当番で
食事の時. O. 1歳のクラスに入って手伝う等である。
これらのとりくみの成果として，年をおって子ども遠の
成長がみられるようになった。進級時にも，泣いたりし
て新しいクラスに馴じめない子は殆どいなくなり，新年
度の保育がスムーズになる。日常生活でも，ものおじせ
ず，他クラスに入って遊べるようになる。 0歳児におい
ても，となりのクラスの子どもの名前を覚えて言える子
がでてきたり，過度の人見知りが少なくなり，他クラス
の保母にも慣れ，クラス保母がいなくても，しばらく遊
べるようになった。
たてわり保育の実践の意義については，次のような点
が考えられる。
子ども逮に関しては，
①年齢別により，集団の等質性を求めたつもりでも，
月齢により，個人差が大きしクラス保育だけでは，月
齢の高い子にとっては，物足りない面がある。
②年長の子の行動に刺激されて，遊び等の活動が活発
になる。すぐに具体的な活動として現れずとも，年長の
子をジッと見つめており，クラス集団に，パってからの活
動が大きくなることもあった。
③排1世の自立や，衣服の着脱等の生活習慣も，子ども
同土の学び合いにより，スムーズに身についてゆく。
④保母よりも年長児に名前を呼ばれた方が，よく返事
をする等ということもあり，子ども同士の働きかけが活
発で保育しやすい。
保母に関しては，
⑤子どもについて日頃，漠然と感じていることを再確
認したり，逆に認識を改めたりすることが多く. 1人l
人の子どもの状態がよくわかる。
⑥ 自分のクラスの子どもの事だけでなく，他のクラス
の子どもの事を把握することができ，保母聞の共通の基
盤をつくることができる。
一方，実施に当たっては，以下の項目について十分な
配慮が必要とされよう。
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① 園舎が2階建てだと交流しにくい等，施設面の改善
が必要。
②保母の労働条件も大きく影響し，非常に手薄な状態
でたてわり保育を行なうと，年長の子，活動の激しい子
にのみ，保母の巨が集中してしまう危険性が大きいので
はないか。
③保育者間での保育観の一致がないと効果をあげにく
し当。
④ 月齢の小さい子どもにとってはどうか。
⑤ 人見知りの激しい時期に対する配慮はどうか。
⑥ 課業的には，年齢別クラスの方が有効なのでるはない
か。
年齢別クラス集団による生活だけでなく，異年齢集団
としての生活を積極的に位置づけることは，希薄になり
つつある人的環境を子ども逮に取り戻すことになる。保
育所が卒先して，その機能を生かすことが，もっと求め
られる必要があろう。さらに，このとりくみは，乳児に
とってのみならず，保育者にとっても有意義なものであ
る。
3.親と保育所の連携
保育所保育を考える時，子どもの年齢にかかわりなく，
いづれの場合にも親との連携が問題となってくる。保育
所と家庭は，互いに不足している部分を単に補いあうと
いう関係にあるのでなく，子どもの生活全体を登かなも
のにしてゆくという共通の視点をもった両者が，子ども
の一日の流れを担うものでなくてはならない。そして，
昼間すごす保育所での保育内容の充実を考える時，親と
の連携は欠かせないものとなる。保育活動は，子どもに
適した生活体験を幅広くさせる事が基本的内容である。
この内容を決定するためには，個々の子どもについて理
解が必要になる。この理解とは，その一般性，法則性と
同時に，独自性，個別性の理解を含む。こうした理解及
び個々の子どもの生活体験に関する理解は，親との連携
によって得られる。特に O歳児の場合.他の年齢の子ど
もに比べて，保育所生活歴が短く，子ども自身の生活の
ペースが定まりにくい。また，身体的に変化をきたしや
すく，生活上の少しの変化でも身体や情緒に微妙に影響
をおよぽす。発達の速度が早い年齢でもあり，変化が顕
著である。生活の殆どすべてを大人，親，保育者に依存
していることを考えると，他の年齢以上に親との連携が
重要なことがわかる。。歳児の保育について保育所では，
実際どのような連携が行われているか。 1-aと同じ対象
におこなった実態調査聞では，まず登所，退所時に親が保
育室に入室するかという問いに，入室するが53保育園の
うち40で76%と圧倒的に多く，受所時に親がしなければ
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ならない事は，①体温をはかる47%。②おしめ交換47%。
③登所時間記入21%。④オマルにかげる13%であった。
家庭と保育閣の連絡帳(1日の生活を記録)のあるとこ
ろが94%と圧倒的に多かった。また，クラス懇談，個人
懇談を定期的に行っているところが70%.不定期的に行
う21%.なし 8%であった。
〈連機の一例〉
親との連携を積極的に行っている例としては，親の l
日保育参加，保育者と親との共催バザーのとりくみ等が
ある。 1日保育参加は. 1年間に最低1回，殺が臨時保
母として，参観でなく保育に参加するものである。これ
は，親と保母が子どもに関する話をしても，具体的にど
んな風に対応しているのか解らず，言葉のやりとりに終
わってしまいがちである。保母は，親が自分の子どもに
あるいは他児に対して，どの様に対応するのか知る事が
できるし，親もまた保母遠の子どもへの対応を自分の自
で見ることが出来，学ぶ場合もある。バザーにおける保
母と親の共同のとりくみとしては次のような例がある。
バザーは，親と保育所共催で，当日の種々の庖や運営は
もちろん，バザーにむけて，子ども，親，保育者共同製
作で，ぬいぐるみやマスコット人形，竹とんぼ，その他
の玩具をつくる。バザー前日まで6回程集まって，最低
1回はどの親も参加ということで計画，保育者， 親，子
どもの製作による玩具を出品する。
以上，親と保育所の連携の一端をあげてみたがこれら
のとりくみを通し，親と保育所の連携の意義としては，
①親と保育者との聞の信頼関係をつくる。
② 貌と保育者との聞に，子どもにかかわるよでの共通
基盤，認識をつくる。
③地域の子ども遥の保育を通じ，同じ地域にすむ親同
士，地域の大人逮の交流の場をつくる。
④保育は子どもを育てるだけでなく，保育を通して，
親，保育者といった大人達も共に育ち合う。
等があげられる。問題点としては，長時間労働，不安
定な雇用，親の労働条件がきびしいために，子どもの問
題にまで手のまわらない親達とどのような連携をつくっ
てゆくことができるか。親の状況，社会的な問題にも目
を向げ，考えてゆかなければならないだろう。また，保
育者の専門性と貌の保育参加の関係をどう考えてゆくか，
保育所と親の連機の大切さを理解していても，現笑には
殺の保育参加が保育内容への関与，介入としてとらえら
れ.問題視される場合が多い。では，貌と保育者とは，
保育を輸にどのような連携の形をとればよいか。保有者
と親という立場の途いを互いに尊重し，それをふまえて，
保育という共同作業を通して子どもと共に育つことが忘
童
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れられてはならない。
4.保育効果について
乳児集団保育が，当咳乳児の精神発達ならびに，その
後の成長発達に及ぽす影響については，日本保育学会の
他，いくつかの関連学会で毎年，論議が交わされるとこ
ろとなっている。肯定的結論が述べられる一方で，否定
的側面の指摘も少なからずみうげられる。
ここでは，小児保健学会で発表された佐藤らの研究州
および，保育学会で発表された伊志嶺らの研究川の慨略
と問題点を紹介し.これらの研究と同様の方法を用いて
実施したわれわれの研究結果について述べてみたい。
佐藤らの研究によれば，津守・稲毛式乳幼児精神発達
質問紙を用いて調査した 1 歳未満 (3 ~12ヶ月)の集団
保育児の精神発達は，同じ方法で調査した家庭保育児よ
り有意に遅れていたという。 一方. 1歳から 3歳までの
集団保育児と家庭保育児の比較においては，有意差は認
められず，領域(理解 ・言語)によっては，集団保育児
の方が有意に高い発達を示した，とされている。因みに
この研究の対象児は，京都市内の子どもたちであり. 1 
歳未満児の平均発達指数は両群とも100以上であった。
次に，同じくこの質問紙を使って，伊志嶺らは，集団
保育をうけている年数によって，発達に差がみられるか
どうかを分析している。対象児は横浜市内の 1歳児 (12
ヶ月~13ヶ月未満児)と. 4歳児および6歳児で，各年
齢ごとに集団保育児と室長庭保育児が比較された。なお.
6歳児の場合は，保育所就園児と幼稚園就園児が卒園真
近に比較されている。この調査でも，全体的な発達にお
いては，両群間に有意な差は認められなかった。 1歳児
の場合両群とも，その平均発達指数は104であった。一方，
細かく項目別に有意差の有無を検討した結果，特に 4歳.
6歳という年長児では「運動」の領威において集団保育
児の方が多数の項目で発達が優れていることが示された。
家庭保育児の場合は，折り紙.ピアノ，文字 ・数字への
関心，ことば遊ぴ，本を読むなどの項目の通過率が高か
った。これら個々の発達項目の通過率の差異の中に両群
の保育環境の違いが示唆された。
きて，この二つの研究は，いずれも家庭保育児に対す
る集団保育児の発達の特徴を示していて教えられる点が
多いが，一方，この結果を集団保育の影響あるいは効果
として短絡的にとらえることについては問題が残る。
第一の研究の場合. 1歳未満の子どもを，月齢の別な
く一つのグループとしてとりあげて，その精神発達の評
価を，家庭保育あるいは集団保育の影響のあらわれ，と
みることは早計にすぎるのではないか。また，総発達指
数において，集団保育児の方が有意に低い数値であった
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0歳代入所児(27名)の発達の推移 図-4
著しく，総発達指数の伸び率はその他の子どもたちより
有意に高くなっている。乳児期の集団保育経験が，発達
の遅滞を示す子どもに好影響を与えていることがうかが
われる。
さて， 一方各領域別に発達の推移をみていくと，図3，
図4に共通して指摘できるのが，「探索・操作」領域の2
回目から 3回目にかけての降下である。この点に関して
は今後の推移を検討すると共に，特にこの領域の発達に
関与する保育内容が考慮される必要があろう。
以上，「津守式Jにより発達の推移と保育効果を考えて
きたが， 「津守式」における乳児期の発達項目は，家庭保
育児をモデルに作成されたものである。われわれは今後，
家庭保育児の療準に照らして，保育所保育児の発達の特
徴がいかなるものであるかを検討すると同時に，集団保
育により開発される独自の発達の側面にも自を向け，保
育内容の充実にカを注ぎたいと考える。
保育効果を考えるきめ細かい手だてはまた，子どもの
保育所生活を一層意義あるものにする手だてにつながっ
ていくと思われる。
• 
??
まとめと今後の課題
以上. 0歳からの集団保育の具体的実践の紹介および
整理をおこない，集団保育の意義と，今日の社会状況下
における集団保育・家庭保育の相互作用について述べて
きfこ。
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図-3
といっても，100以上を示している結果をもって発達遅滞
と呼ぶことには疑問が残る。
第二の研究の場合は，今後の課題のところで述べられ
ていたのであるが，同じ保育園児の中でも，保育経験年
数の違いによって，発達が異なるものかどうか，を解明
していくことが，保育効果を考える場合は，一つの鍵と
なると思われる。
われわれは，以上の研究結果を参照しながら，0歳代
保育所入所児における保育効果を，入所当初の発達指数
が，一定期間の後にどのように変化したか，をみていく
ことで考えることにした。
対象は，大阪府下の公立保育所15ヶ所に在籍する O歳
児(入所当初平均月齢7ヶ月)27名である。 i掌守 ・稲毛
式乳幼児精神発達質問紙を用~"各担当保母が，入所当
初と半年後，1年半後の3回にわたり発達の評価をおこ
な った。実施期間は 1980年~1981年である。結果は，図
3の総発達指数の推移が示すように，順次上昇し，昼間，
集団保育をうけている子どもたちは，ほぽ順調に発達し
ているとみることができる。この中から，さらに第1回
目のDQが80以下であった子ども(8名)をとりだし，発
達の推移をみたのが図4である。彼らの入所当初の平均
月齢は8.4ヶ月，平均DQは72であった。これら低DQ児に
は器質的障害は認められず，大半が出生から保育所入所
までの保育環境上の問題により発達遅滞を示したものと
考えられる。彼らは 1回目から2回目にかけての上昇が
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ここでは，これまで明らかになってきたことから，続
いて今後われわれが標題の解決にむけて，さ らに取り組
まねばならない課題について，若干述べてみたい。
1.保育内容の創造
前章で紹介したごとく. 0歳児といえども，保育所で
共に育つ仲間の一員として，積極的に異年齢の子どもと
かかわる機会をもつことは，保育所生活を量豊かなものに
する大切な要点となる。
さらに，遊びと労働のかかわりにおいて も，子どもた
ちが生き生きと遊べる取り組みが，保育者の創意工夫に
より数多く生みだされることが期待される。
第二に，今後保育所では.地域の自然や文化を積極的
にO歳からの保育にとりいれる試みを展開することが考
えられて良い。既に，良質の粘土が園庭でも採取できる
大阪府下のある保育園は，それを使って泥遊ぴ，粘土遊
びを設定保育においても，また親子の集いにおいても活
用しているという。森や小川がある自然環療に恵まれた
保育園では，一日一回は圏外保育をし.子どもたちが自
然と親しむ機会をできる限り多くもつようにしている。
各地場にはまた，伝承されているあそび，うた，おど
り，物語，手工芸品などが存在するであろう。地域の大
人たちの指導を仰ぎながら，それらを保育に生かすこと
である。どこの鴎でもみられる既製の遊具や玩具ばかり
で子どもが遊ぶのでなく，手づくりおもちゃにみられる
ように，その地減独自の，その園独自の保育内容が，次々
と創造されることが望まれる。
第三に 〈保育効果〉の項で述べたように，集団保育の
留意点は，探索・操作領域の発達を考慮するこ主である。
しかも，こまかく項目を検討していくと，日常生活の反
復の中で機倣学習していくはずの発達が，意外に該当月
齢までに達成されていない。これは一つには，あまりに
計画表にのっとった設定保育がおこなわれすぎて，かえ
って保母のごく日常的な行動(たとえば室内の整理整頓
や保母自身の身づくろい，保育のための準備など)につ
いては，子どもたちに関知させようとしない傾向がある
ためでないかと思われる。
こう考えていくと.保育内容の創造は，日常の保育所
生活の見直し，さらには地域の保育環境の見直し，とい
うところからも発展させられるであろう。われわれは，
今後さらに新たな保育実践を検討し，保育担当者の当面
の課題をあきらかにすると共に，保育の視点の再検討を
はかりたい。
2.大人集団の形成
〈親と保育所の連機〉の重要性は，乳児保育を語る場
合，特に強調されねばならない。子どもにかかわる大人
重
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たちが相互に不信感を抱いていたり，密接な連携がとれ
なかった場合，幼ない子どもほど敏感に反応を示すであ
ろうことが予想される。また，連携は，単に個々の貌と
個々の保育担当者間の問題であるばかりでなく，大き く
は保育にかかわる地域の人々の集団形成へと広がるべき
課題である。
今日，子どもの綾取する主・副食，おやつの問題一つ
をとってみても，個々の家庭や個々の保母の意識的努力
だけではどうしようもないものが山積している。子ども
の遊び場の確保，テレビ視聴・絵本，子ども文化の育成
などに関しでも同様である。
長年月，既に異なった価値観のもとに生活を築いてき
た大人たちが，保育問題に関してのみ，共通の視点に立
ち連帯するということは容易ではない。
しかしながら「保育所」が，今後地境社会の子育てセ
ンターとして，さまざまな形態で保育機能を発揮する場
に発展することを期待されている機関である以上，せ・ひ
とも大人たちの集団形成をはかる必要がある。 0員長から
の集団保育の進退の鍵もまた，この課題の遂行如何にか
かっているといえよう。
われわれは，この課題にむけての方法論の確立を急ぎ
たい。
おわりに
集団保育を意義有るものにするには，保育条件の向上
と保育内容の検討が不可欠である。 0歳児をめぐる家庭・
保育所両方の保育実態に光をあて，保育の変革をはかる
試みと問題提起をひきつづきおこないたいと考える。
最後に，お忙しい中，ご指導 ・ご校関下さった稲浦康
稔教授に心から謝意を表します。
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Summary 
This paper is the third report on the significance of practicing group nursing concerning babies under one year 
of age. 
The purpose of this paper is to consider better conditions of group nursing for these babies through nursing 
performance in day care centers. 
We have found that the conditions should be developed as follows ; 
(1) developing activities which make use of group nursing. 
(2) forming friendships between babies (children) of differrent ages. 
(3) co-operation between nursery caretakers and parents concerning nursing performance. 
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